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研究成果の概要（和文）：The Wakayama Spine Studyでは、現在まで全脊柱MRIを用いた椎間板変性の全脊柱に
おける有病率、そして分布と椎間板変性が加齢や肥満と強い関連があることなどを過去に多数報告してきた
（Osteoarthritis and Cartilage 2014, 2017, PLOS ONE 2017）。さらに椎間板変性はModic変化と組み合わさ
ることにより強い腰痛を起こす可能性があることを明らかにしてきた(Spine Journal 2015)。また多椎間にわた
る椎間板内輝度変化は有意に腰痛や腰痛関連生活障害と関係があることを明らかにした

研究成果の概要（英文）：The study established the baseline data of disc degeneration over the entire
 spine in a large population cohort (Osteoarthritis and Cartilage 2014). Further, the study 
correlated degenerative changes as observed on MRI with back pain (The Spine Journal 2015). The 
present longitudinal study is the first to determine the progression, incidence, and risk factors 
for disc degeneration in the lumbar spine using MRI (PLOS ONE 2016). And we followed up participants
 4 years after the baseline study at 2008, achieving a 75.6% participation rate in our follow-up 
survey. We found high rates of disc degeneration progression and incidence in Japanese elderly 
people. We elucidated that aging was significantly associated with incidence. Moreover, female was 
significantly associated with disc degeneration progression in the upper lumbar spine. Furthermore, 
Diabetes mellitus was significantly associated with disc degeneration incidence in the upper lumbar 
spine (Osteoarthritis and Cartilage 2017). 

研究分野：脊椎

キーワード： 椎間板変性　腰痛　脊椎変性疾患　一般住民コホート　疫学

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

椎間板は脊椎の可動性・安定性に重要な役

割を果たす器官であるが椎間板変性を契機

として脊椎加齢性変化は始まり、最終的に脊

椎変性疾患に至ることにより四肢のしびれ

や痛みなどの症状を惹起する。さらに脊椎変

性疾患は頸部痛および腰痛を誘発するため、

活動性の低下による社会的損失や医療費の

増大が問題となっている。 

そのため脊椎加齢性変化の早期の段階で

進行する危険性の高い集団をスクリーニン

グし、予防/早期治療することが出来れば国

民の健康寿命を増進させ、医療費抑制に貢献

するものと期待される。しかし変性脊椎疾患

に関する従来の疫学研究において、国内外で

は横断研究によるレントゲンを用いた調査

が多くかつ対象となる集団に偏りがあるた

め結果が一般化されていない。本研究は一般

地域住民を対象に４年間の追跡調査を行い、

椎間板変性から脊柱管狭窄症への脊椎変性

疾患の新たなデータを構築し、それらの危険

因子および症状に関するエビデンスを確立

することが背景である。 

 

２．研究の目的 

The Wakayama Spine Studyは、同一集団の４年

間の追跡調査を行った。前回調査参加者から 4

年間の追跡率は75.6％と非常に高いものであっ

た。The Wakayama Spine Study では多数の疾

患・症状に関して複数の研究者で並行して検

討・解析を行い、短期間で成果が達せられるよ

うに連携体制を密にしている。４年目の追跡調

査においても生活習慣や仕事を網羅した情報と、

血液検査、骨密度検査、全脊柱Xp、全脊柱MRI

データ加えて身体能力検査が蓄積される予定

であり、申請者はこれらの４年間のデータを経

時的に解析し、椎間板変性から脊椎変性疾患

への経過のデータベースを構築（移行率、新規

発生率）、脊椎変化疾患を促進させる危険因子、

脊椎変性疾患と頚部痛・腰痛の経時的変化の

関係および、頸部痛・腰痛の危険因子を明らか

にすることが目的である。 

 

３．研究の方法 

平成２４年度、平成２５年度に行なった追跡調

査で得られるデータを同一の脊椎外科医、統計

専門家が解析、検討を行い、以下の計画および

方法で非常にエビデンスの高い有意義な情報

を明らかにした。 

1)４年間の画像検査、生活習慣、仕事、血液検

査、身体機能等の多種のデータベースの構築 

2)メタボリックシンドロームが脊椎変性疾患への

影響を４年間のデータとリンケージした。 

3) 生活習慣・仕事の脊椎変性疾患への影響を

４年間のデータとリンケージした。 

4) MRIによる脊椎変性疾患の経過と４年間の頸

部痛・腰痛の時間軸をリンケージする。また経

時的なデータを用いて頸部痛・腰痛の危険因子

を解明した。 

 

４．研究成果 

椎間板変性の予防につながる疫学データを提

示するため、申請者は和歌山県立医科大学の

メインプロジェクトである The Wakayama Spine 

Study の 4 年間における追跡調査を行い、現在

までに以下のことを明らかにしておりインパクト

のある学術論文に多数掲載している。 

1) 年齢層ごとの変性椎間板の有病率は 50 歳

未満で約 70%、50 歳以上で約 90％である。 

2) 椎間板変性をひとつでも有する場合に腰痛

の頻度が高くなる。 

3) 椎間板変性はメタボリックシンドローム（肥満、

高脂血症、糖尿病）と有意に関連する。 

4) とくに糖尿病は椎間板変性の新規発症に強

く関連する（4 年間の追跡データ）。 

5) 椎間板変性および椎体終板変化の併発は

腰痛に強く関連する。 

(1,2;M.Teraguchi et al. Osteoarthlitis & Cartilage 

2014, 3;M.Teraguchi et al. PLoS ONE 

2016,4;M.Teraguchi et al. Osteoarthlitis & 



Cartilage 2016, 5; M.Teraguchi et al. The Spine 

Journal 2015) 

 

さらに科学研究費助成事業を用いて行ってきた

The Wakayama Spine Study は香港大学との共

同研究において High Intensity Zone（HIZ）という

椎間板内の繊維輪の損傷について MRI の形態

的変化を Anterior Round type, Posterior Round 

type, Fissure type, Vertical type, Rim type, 

Enlarged type の６つに分類分けを行った。さら

に T1 強調画像および T2 強調画像での輝度変

化の違いにおいても分類し The Wakayama 

Spine Study 約 800 名の一般住民においての有

病率を捻出した。この HIZ は Anterior type は上

位腰椎に多く、Posterior type は下位腰椎に多

いことが判明し、Modic 変化との有意な関連が

明らかになった。   

この HIZ は腰痛との関連があることが最近

話題となっており、The Wakayama Spine Study

で作成した上記の分類を香港大学の一般住民

コホートである Hong Kong Degenerative Disc 

Study の 1414 名に対して腰痛、腰痛関連生活

障害そして坐骨神経痛との関連を検討した。そ

の結果、多椎間にわたる HIZ は有意に腰痛や

腰痛関連生活障害と関係があることを明らかに

し、国際腰椎学会（ISSLS 2018）や日本脊椎脊

髄病学会 2018 に報告そしてインパクトのある国

際雑誌 PLOS ONE 2018 に掲載した。本データ

は非常に重要なものであり今後の腰痛関連疾

患の基本データとなる。さらにこの共同研究は

引き続き行う予定であり、より大きな国際研究と

なる。 
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